
SDGsについて

令和2年11月11日

大阪府 企画室 推進課



テーマ

１．SDGsとは

２．なぜSDGs

３．大阪府のSDGsの取組み



１．SDGsとは





SDGsとは

○2015年9月国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載。

○2030年までの国際目標。発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む。

○持続可能な世界を実現するための17のゴール(目標)、169のターゲットから構成。

（2017年7月国連総会で、全244(重複を除くと232)の指標が採択。）

（出典）国連広報センター



SDGsの17のゴール

①貧困
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる。

②飢餓
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する。

③保健
あらゆる年齢のすべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉を促進する。

④教育
すべての人に包摂的かつ公正な質の高
い教育を確保し、生涯学習の機会を促
進する。

⑤ジェンダー
ジェンダー平等を達成し、すべての女性
及び女児の能力強化を行う。

⑥水・衛生
すべての人々の水と衛生の利用可能性
と
持続可能な管理を確保する。

⑦エネルギー
すべての人々の、安価かつ信頼できる持
続可能な近代的エネルギーへのアクセス
を確保する。

⑧経済成長と
雇用

包摂的かつ持続可能な経済成長及び
すべての人々の完全かつ生産的な雇用
と働きがいのある人間らしい雇用(ディー
セント・ワーク)を促進する。

⑨インフラ、産業化、
イノベーション

強靱（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の
促進及びイノベーションの推進を図る。

⑩不平等 各国内及び各国間の不平等を是正する。

⑪持続可能
な都市

包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。

⑫持続可能な
生産と消費

持続可能な生産消費形態を確保する。

⑬気候変動
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対
策を講じる。

⑭海洋資源
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全
し、持続可能な形で利用する。

⑮陸上資源

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の
推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対
処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物
多様性の損失を阻止する。

⑯平和

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会
を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提
供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任
のある包摂的な制度を構築する。

⑰実施手段
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシップを活性化する。

（出典）外務省 「持続可能な開発のための2030アジェンダ（仮訳）」



２．なぜSDGs



持続可能とは



「ブルントラント報告」（国連環境と開発に関する世界委員会、1987年）

将来世代のニーズを損なうことなく

現在の世代のニーズを満たすこと









2030アジェンダ
本文

35ページ、91段落



SDGsの理念・ポイント

①SDGsは世界共通の言語

②経済、社会、環境の統合的解決

③誰一人取り残さない

④横串の視点

⑤バックキャスティング

⑥ルールを決めた必達目標ではなく、各主体がめざすべき目標を作る

⑦ステークホルダーとの連携



①SDGsは世界共通の言語

ポイント１

国連の全加盟国で合意。「誰も否定できない」明確な価値とゴールの提示。

ポイント２

17のゴールのアイコンは世界共通の言語。コミットしている社会課題を世界に宣誓。



②経済、社会、環境の統合による課題解決と新しい価値の創造

ポイント１：社会課題の併記

これまで対立すると考えられていた、「人権と開発」、「環境と経済成長」等の社会課題を併記。

（「より良い社会」というより高次のビジョンの提示）

ポイント２：経済的な視点の包摂

「持続可能性」≒「経済性の担保」 ⇒ 経済的な要素の必要性を謳う。

（ビジネスなど、自己メリット追及型の課題解決アプローチの許容）



③誰一人取り残さない

inclusive=包摂

社会的に弱い立場にある人々をも含め市民ひとりひとり、排除や摩擦、孤独や孤立から援護し、社
会（地域社会）の一員として取り込み、支え合う考え方のこと。

ポイント１：野心的（背伸び）

全ての人を救済するというハードルの高い、野心的な理念・ビジョンの提示

ポイント２：支えあいの精神

SDGs達成のために取り組むべき主体は国際社会、地域（region)、国家、地方(local）、企業、

教育機関、NPO/NGO、個人。

⇒どんな人間も必ず課題解決のアクターになりうる。



④横串の視点

(1)同時解決

あるゴールの解決のための取組みを、別のゴールの課題解決につなげる

(2)インパクトのベクトルを変える

社会に悪影響を及ぼすアクションに工夫を加え、別のゴールのポジティブアクションに変える

(3)トレードオフの考慮

社会のためにしていることが、他のゴールの視点で見ると悪影響を及ぼす可能性を考慮する



⑤バックキャスティング

「バックキャスティング」

未来のある時点に目標を設定しておき、そこから振り返って
現在すべきことを考える方法

「フォアキャスティング」

過去のデータや実績などに基づき、現状で実現可能と考えら
れることを積み上げて、未来の目標に近づけようとする方法

過
去

現
在

未
来

あるべき
社会像

現実的な
めざす姿

ポイント１：社会課題解決のイメージの変革

義務的な行動ではなく、主体的な行動の誘発

ポイント２：「小役人」からの脱却

できない理由を考えるのではなく、よりよくするためのアイディアを出す



⑥ルールを決めた必達目標ではなく、各主体がめざすべき目標を作る

ポイント１：SDGsは2030年にあるべきゴールのみを提示（⇔京都議定書等）

「健康のために走る」、「ラーメンの汁を飲み干す」、「トイレでも手を洗わない」

ポイント２：世界の共通目標と、個人や地域の取組みがつながる

プロジェクトベースで、 17ゴール・169のターゲットとのロジックを整理する

（例）
・「健康のために走る」→「交通機関を使用しないため石油の使用料が減る」（ゴール１３）

・「ラーメンの汁を飲み干す」→「ラーメンの汁の廃棄の減少」→「持続可能な海洋資源の構築」（ゴール14）
※健康には悪い？

・「トイレで手を洗わない」→「水の節約」→「持続可能な水環境の整備」（ゴール６）

なんでもSDGs



⑦ステークホルダーとの連携

ポイント１：協力の重要性

ポイント２：普段は交わることのない出会いの機会の提供

１＋１ ≠ ２
⇒ １０、１００…



３．大阪府のSDGsの取組み



◆テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン
“Designing Future Society for Our Lives”

◆サブテーマ：
Saving Lives(いのちを救う)
Empowering Lives(いのちに力を与える)
Connecting Lives(いのちをつなぐ)

◆コンセプト ：未来社会の実験場

◆開催期間 ：2025年4/13～10/13(184日間）

◆開催場所 ：夢洲（大阪市臨海部）

◆入場者（想定）：約2,800万人

◆経済効果 ：約2兆円
出典：経済産業省パンフレット

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）



概要

９

大阪府では、2018年4月に知事を本部長とする「大阪府SDGs推進本部」を設置

◆推進体制

◆意義

SDGsの取組みは、大阪が未来に向かって持続的に成長し、府民一人ひとりが「豊かさ」や

「安全・安心」を実感できる社会へと発展するための、基盤づくりにつながるもの

◆役割

① 府民や企業、市町村など、様々なステークホルダーにSDGsを広く知っていただく

② 様々なステークホルダーの取組みをSDGs実現に向けて相互につなぎ合わせていく

③ 府自らもステークホルダーの一員として、SDGsに貢献する

④ 万博を絶好の機会に、ハード・ソフト両面から「SDGsを具現化した都市づくり」を進める





SDGsビジョンの策定

〇 Osaka SDGs ビジョンは、2025年大阪・関西万博の開催都市として、世界の先頭に立って

SDGsの達成に貢献する「SDGs先進都市」を実現するため、大阪がめざすSDGs先進都市の

姿を明確にし、府民や企業、市町村など、様々なステークホルダーと共有することで、オール大阪で

SDGsの新たな取組みの創出を図っていくことを目的に策定。

〇 本ビジョンを指針に、大阪のあらゆるステークホルダーが、SDGsの17ゴールや169のターゲット

の達成に向け一緒になって取り組み、SDGs社会を実現していくことは、大阪が、未来に向かって

持続的に成長し、府民一人ひとりが「豊かさ」や「安全・安心」を実感できる社会へと発展するため

の基盤づくりにつながるもの。

〇 2025年に開催される大阪・関西万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」は、

SDGsが達成された社会をめざすもの。大阪では、万博を「SDGs社会を具現化し世界とともに未

来をつくる」絶好の機会として本ビジョンを推進。2025年に向け、SDGs先進都市としての基盤を

整えながら、万博のレガシーとして「SDGs先進都市」を実現。2030年のSDGsの達成に貢献

していく。



ゴール３

ゴール１ ゴール４ ゴール12

「貧困」

「健康と福祉」

ゴール11

（「ゴール３」と関連する横断的な課題としての取組み）

重点
ゴールⅠ

「教育」 「持続可能な生
産と消費」

「持続可能都市」
重点
ゴールⅡ

（“いのち”や暮らし、次世代の課題としての取組み）

（他のゴールを集約しながら、様々な課題解決にバランスよく貢献）

国際社会全体の課題であるジェンダーや人権、気候変動への取組み

産業や雇用、イノベーションといった都市としての強みを活かす

府民の
well-being

地域（大阪）の
well-being

2025年大阪・関西万博に向けて取り組む「重点ゴール」



SDGsビジョンの取組み工程

28

2020年 2025年 2030年

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
年
次

〇 改めて、2025年時点のSDGs
17ゴールの到達点を分析

〇 「SDGs+beyond」も見据え、
SDGs達成に向け、オール大阪で
総仕上げを図る

〇 SDGsの取組みを通じ、様々な
場面で世界に貢献していく

SDGs先進都市として
の基盤を整える

万博のレガシーとして、
SDGs先進都市を実現

大
阪
・
関
西
万
博

SDGs
+beyond

〇 誰もがSDGsを意識し、自律的に
行動する大阪を実現していく

〇 様々なステークホルダーが自分なり
のSDGsに取り組む中で、特に、重
点ゴールの底上げに注力していく



経済

社会

環境

重点ゴールを中心
とした府の取組み

府民の取組み

経済

社会

環境

企業の取組み

経済

社会

環境

市町村の取組み

経済

社会

環境

経済

社会

環境

重点ゴールを中心
とした府の取組み

2025年 2030年

万博において、大阪のあらゆるステーク
ホルダーが、会場の内外でSDGsを体
現し、行動する姿を世界に発信

日本全体や世界とのつながりの中で、
先頭に立って、世界とともにSDGsを
達成する

SDGs先進都市

＝ 誰もがSDGsを意識し、一人ひとりが自律的に17のSDGs全ての達成をめざしていくこと

→ 様々なステークホルダーが連携・協調し、「大阪」がSDGsを体現したまちを発信していく

SDGs先進都市をめざして


